
一
、
「
大
容
量
貯
槽
の
破

裂
」
と
「
蒸
発
乾
固
」

に
つ
い
て

質
問
ー
第
一
五
回
原
子
力
災

害
事
前
対
策
検
討
チ
ー
ム
会

合
資
料
四-

三
「
再
処
理
施
設

の
防
護
措
置
」
に
載
る
「
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
指
針
の
四
項

目
」
に
は
災
害
対
策
上
の
脅

威
と
し
、「
➂
大
容
量
液
体
貯

槽
の
破
裂
（
蒸
発
乾
固
）
」
と

記
し
て
い
る
が
、
蒸
発
乾
固

は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
文
書
に
は
な
い
。

「
貯
槽
の
破
裂
」
と
「
蒸
発

乾
固
」
の
事
例
で
は
、
漏
出

す
る
放
射
性
物
質
の
量
が
、

極
端
に
異
な
り
、
審
査
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
大
問
題

で
あ
り
、
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

「
蒸
発
乾
固
」
が
審
査
資
料

に
加
え
ら
れ
た
目
的
と
経
緯

も
示
さ
れ
た
い
。

答
弁
ー
日
本
原
燃
が
再
処
理

工
場
ハ
ザ
ー
ド
評
価
と
し
て

仮
定
し
た
「
蒸
発
乾
固
」「
水

素
爆
発
」
な
ど
は
、

敷
地
外
に
も
影
響
し
得
る
。

即
ち
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
指
針
の

「
大
容
量
液
体
貯
槽
破
裂
」

と
同
じ
大
事
故
で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト
ー
「
蒸
発
乾
固
」

が
あ
た
か
も
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全

指
針
の
基
準
と
し
て
書
か
れ

て
い
る
か
の
よ
う
に
安
全
審

査
検
討
チ
ー
ム
資
料
に
挿
入

さ
れ
た
経
緯
を
質
し
た
。
し

か
し
そ
の
回
答
が
な
い
。
水

素
爆
発
と
蒸
発
乾
固
が
同
時

に
起
こ
っ
た
と
し
て
も
、
貯

槽
の
破
裂
に
は
至
ら
な
い
、

放
射
能
放
出
量
は
貯
槽
の
破

裂
に
比
べ
問
題
に
な
ら
な
い

量
で
あ
る
。
蒸
発
乾
固
に
続

く
溶
融
・
揮
発
・
硝
酸
塩
爆

発
こ
そ
が
大
量
の
放
射
能
の

環
境
汚
染
を
も
た
ら
す
重
大

事
故
に
な
る
の
で
あ
る
。

二
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
指
針
に

あ
る
「
大
容
量
液
体
貯
槽
の

破
裂
」
に
つ
い
て

質
問
ー
何
故
重
大
事
故
と
し

て
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
基
準
の
大
容
量

液
体
貯
槽
の
破
裂
が
「
再
処

理
規
則
第
一
条
の
三
」
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
の
か
理
由

を
示
さ
れ
た
い
。

答
弁
ー
「
大
容
量
液
体
貯
槽

の
破
裂
」
を
重
大
事
故
に
設

定
し
な
か
っ
た
理
由
は
「
再

処
理
施
設
の
位
置
、
構
造
及

び
設
備
の
基
準
に
関
す
る
規

則
」
及
び
「
解
釈
」
に
お
い

て
、
重
大
事
故
が
単
独
あ
る
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第
２
０
４
国
会

質
問
主
意
書
内
閣
参
質
第
一
八
号

令
和
三
年
三
月
二
日

答
弁

（
１
頁

一
の
１
）

・
・
・
高
レ
ベ
ル
廃
液
等
の
温
度
を
低
下
さ

せ
・
・
・
・
事
態
を
収
束
さ
せ
る
た
め
の
対
策
が

有
効
に
機
能
す
る
か
を
確
認
し
た
も
の
で
あ

り
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
「
乾
固
し
、
事
故
が

収
束
す
る
」
と
は
認
識
し
て
い
な
い
。

第
２
０
７
国
会

質
問
主
意
書
内
閣
参
質
二
一
号

令
和
三
年
一
二
月
二
十
八
日

答
弁

（
４
頁

最
末
尾
の
文
章
）

・
・
高
レ
ベ
ル
廃
液
の
沸
騰
蒸
発
対
策
が
有

効
に
機
能
し
、
乾
燥
及
び
固
化
に
至
ら
な
い

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
蒸
発

乾
固
後
の
揮
発
や
爆
発
の
対
策
』
に
つ
い
て

は
対
象
と
し
な
い
。

溶融・揮発

・爆発

昨年１２月の質問主意書への政府答

弁書は、看過出来ない、規制委員会

の責任を放棄する内容でした。

乾固永
田
文
夫
：2

02
2/
1/
29

講
演
・
資
料

参
照

h
tt

p
:/

/
sa

n
ri

k
u.

m
y.

c
oo

c
an

.
jp

/
22

0
12

9

R
OK

U
RP

.
pd

f

https://w
w
w
.youtube.com
/w
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は
、
同
時
に
連
鎖
し
て
発
生

す
る
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、

「
大
容
量
貯
槽
の
破
裂
」
も

対
策
を
確
認
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

コ
メ
ン
ト
ー
水
素
爆
発
は
弱

く
貯
槽
が
破
裂
す
る
と
は
さ

れ
て
い
な
い
。「
蒸
発
乾
固
後

は
対
象
外
で
審
査
せ
ず
」
と

答
え
て
お
き
な
が
ら
「
大
容

量
貯
槽
の
破
裂
も
対
策
を
確

認
し
て
い
る
」
と
矛
盾
し
た

回
答
だ
。
破
裂
に
直
結
す
る

硝
酸
塩
爆
発
に
つ
い
て
全
く

確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

三
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
指
針
を

踏
ま
え
た
六
ヶ
所
工

場
の

脅
威
区
分
に
つ
い
て

質
問
ー
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
安
全
指
針

で
六
カ
所
工
場
の
使
用
済
み

燃
料
プ
ー
ル
の
三
〇
〇
〇
㌧

の
放
射
能
量
と
、
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
貯
槽
の
放
射
能

量
を
計
算
す
る
と
、
ど
ち
ら

も
「
脅
威
区
分
Ⅰ
」
に
該
当

す
る
危
険
な
施
設
で
あ
る
。

貯
蔵
放
射
能
量
で
正
し
く
評

価
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
ー
蒸
発
乾
固
や
水
素
爆

発
を
「
大
容
量
液
体
貯
槽
の

破
裂
」
に
相
当
す
る
事
象
と

考
え
た
。
恣
意
的
な
過
小
評

価
で
は
な
い
。

コ
メ
ン
ト
ー
「
大
容
量
液
体

貯
槽
の
破
裂
」
を
全
く
審
査

せ
ず
に
こ
の
答
弁
は
ご
ま
か
し
で

あ
る

。
（
前
号
表
四
参
照
）

四
，
蒸
発
乾
固
後
の
評
価
を

せ
ず
に
安
全
審
査
を
済
ま
す

こ
と
に
よ
り
、
重
大
事
故
時

に
「
未
必
の
故
意
」
に
問
わ

れ
る
お
そ
れ
に
つ
い
て
。

質
問
ー
前
回
提
出
の
質
問
主

意
書
へ
の
政
府
答
弁
書
に

「
政
府
は
蒸
発
乾
固
で
事
故

が
収
束
す
る
と
は
認
識
し
て

い
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
今

回
「
乾
固
以
後
の
揮
発
や
爆

発
は
対
象
外
で
審
査
し
な

い
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。
こ

れ
は
最
悪
の
事
態
を
予
測
し

な
が
ら
審
査
を
し
な
い
、
責

任
放
棄
で
あ
る
。

答
弁
ー
蒸
発
乾
固
に
至
ら
な

い
よ
う
冷
却
確
保
を
し
て
い

る
か
ら
乾
固
後
対
策
は
審
査

の
対
象
と
し
な
い
。

コ
メ
ン
ト
ー
起
き
る
可
能
性

の
あ
る
事
故
は
全
て
審
査
す

べ
き
。
現
に
ウ
ラ
ル
で
起
き

て
い
る
。
福
島
原
発
事
故
の

教
訓
が
全
く
生
か
さ
れ
て
い

な
い
。

(

前
号
よ
り
続
き
）

第
一
部

前
段
集
会

映
画
『
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
』

上
映

全
国
ネ
ッ
ト
要
望
書

大
事
故
が
起
こ
る
前
に
、
一

刻
も
早
く
原
発
・
核
燃
サ
イ

ク
ル
政
策
を
中
止
し
て
く
だ

さ
い
。

１
，
最
も
危
険
で
無
駄
な
再
処

理
事
業
中
止
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
利
用
中
止
の
決
断
を
。

２
，
一
万
九
〇
〇
〇
ト
ン
の
使

用
済
み
核
燃
料
と
、
五
五
〇

立
方
㍍
（
東
海
と
六
ケ
所
両

再
処
理
工
場
貯
蔵
）
の
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
の
安
定
保

管
に
全
力
を
尽
す
こ
と
。

３
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
、

全
国
民
の
避
難
計
画
と

ヨ
ウ
素
剤
配
備
の
実
施
。

第
二
部
ヒ
ア
リ
ン
グ
集
会

Ⅰ

再
処
理
工
場
の
重
大

事
故
は
防
げ
る
の
か

六
ケ
所
工
場
の
高
レ
ベ
ル

廃
液
約
二
一
一
立
方
㍍
、
東

海
再
処
理
工
場
三
四
〇

立
方
㍍
は
ガ
ラ
ス
固
化
で
き

る
の
か
な
ど

質
問
ー
六
ヶ
所
工
場
は
二
〇

二
二
年
秋
を
竣
工
と
予
定
し
、

高
レ
ベ
ル
廃
液
を
減
ら
し
て

か
ら
稼
働
と
い
う
が
本
当

か
？
東
海
工
場
は
、
ガ
ラ
ス

固
化
は
六
〇
本
予
定
し
、
た

っ
た
一
三
本
作
っ
て
停
止
し

た
と
言
う
が
、
一
〇
年
経
っ

て
も
達
成
出
来
な
い
の
は
何

故
か
？

回
答
ー
六
ヶ
所
工
場
は
竣
工

が
決
ま
れ
ば
、
先
ず
廃
液
を

一
〇
〇
立
方
㍍
ま
で
減
ら
す

方
針
で
あ
る
な
ど
。

日
本
の
「
再
処
理
規
則
」
と
Ｉ

Ａ
Ｅ
Ａ
「
安
全
指
針
」
と
の
矛

盾
に
つ
い
て
。

質
問
（
岩
手
の
会
担
当
）
ー

再
処
理
規
則
（
重
大
事
故
）

で
は
、「
高
レ
ベ
ル
廃
液
冷
却

機
能
喪
失
に
よ
る
「
蒸
発
乾

固
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
基
準
「
大
容
量
液

体
貯
槽
の
破
裂
」
と
整
合
性

が
な
い
。
六
ケ
所
再
処
理
工

場
は
な
ぜ
、
重
大
事
故
対
策

「
脅
威
区
分
Ⅱ
」
な
の
か
？

六
ヶ
所
工
場
の
「
高
レ
ベ
ル

廃
液
貯
槽
」
と
「
三
〇
〇
〇

㌧
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
」
は
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
デ
ー
タ
で

計
算
し
て
み
る
と
「
脅
威
区

分
Ⅰ
」
で
あ
る
。
ど
の
よ
う

な
計
算
を
し
た
の
か
？

回
答
ー
再
処
理
規
則
第
一
条

の
三
（
蒸
発
乾
固
）
に
よ
り

重
大
事
故
を
審
査
し
て
い
る
。

敷
地
外
に
重
篤
な
危
険
性
が

あ
る
か
ど
う
か
は
「
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
」
や
、「
三
〇

〇
〇
㌧
プ
ー
ル
使
用
済
み
燃

料
」
の
保
存
放
射
性
物
質
量

（
イ
ベ
ン
ト
リ
ー
）
か
ら
事
業

者
が
保
守
的
に
計
算
し
、
委

員
会
が
点
検
し
確
認
し
た
。

当
会
レ
ポ
ー
タ
ー
ー
膨
大
な

放
射
性
物
質
の
総
量
か
ら

「
脅
威
区
分
Ⅰ
」
に
該
当
す

る
は
ず
で
あ
る
。
委
員
会
と

し
て
算
出
し
た
資
料
を
知
り

た
い
。

回
答

知
り
た
け
れ
ば
情
報

公
開
申
請
を
正
式
に
し
て
ほ

し
い
。

Ⅱ

原
発
事
故
、
避
難
で

き
る
か

質
問
ー
原
子
力
過
酷
事
故
の

最
高
責
任
者
は
誰
か
、
最
近

の
地
震
は
、
四
〇
二
二
ガ
ル

な
ど
大
き
な
も
の
が
頻
発
し

て
い
る
。
原
発
の
耐
震
強
度

は
一
〇
〇
〇
ガ
ル
に
も
満
た

な
い
。
大
丈
夫
な
の
か
。
避

難
区
域
Ｐ
Ａ
Ｚ
五
㌔
、
Ｕ
Ｐ

Ｚ
３
０
㌔
㍍
の
実
効
性
が
疑

わ
れ
る
、
な
ど
。

回
答
ー
原
発
の
耐
震
評
価
は

地
表
で
は
な
く
、
固
い
基
礎

地
盤
を
測
定
し
決
め
て
い
る

の
で
、
数
値
よ
り
は
安
定
し

て
い
る
、
な
ど
。

Ⅲ

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
利
用

を
な
ぜ
止
め
な
い
の
か

質
問
ー
廃
炉
の
決
ま
っ
た
も

ん
じ
ゅ
に
つ
い
て
、「
高
純
度

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
九
九
％
」
で

あ
る
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
燃
料
体

に
つ
い
て
、
行
方
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
、
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
管
理
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
・
な
ど

回
答
ー
廃
炉
や
解
体
に
つ
い

て
、
民
間
業
者
に
委
託
す
る

場
合
厳
し
く
審
査
し
て
い
る
、

な
ど

国
会
議
員
の
出
席

山
崎
誠
（
立
憲
）
福
島
瑞

穂
（
社
民
）
菅
直
人
（
立
憲
）

岩
渕
友
（
共
産
）
の
四
議
員

で
し
た
。
今
回
衆
議
院
議
員

選
挙
後
の
初
の
臨
時
国
会
で

多
忙
な
中
出
席
頂
き
ま
し
た
。

議
員
と
市
民
運
動
が
力
を
あ

わ
せ
、『
原
発
ゼ
ロ
』
の
再
提

案
か
ら
始
め
て
強
固
な
運
動

を
め
ざ
す
こ
と
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

当
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
福

島
み
ず
ほ
議
員
の
「
Ｉ
Ａ
Ｅ

Ａ
基
準
尊
重
再
審
査
」
の
質

問
主
意
書
・
政
府
答
弁
書
や

当
会
の
コ
メ
ン
ト
全
文
を

掲
載
。

2
1
1
22
8
Q
&A
&
C
.p
d
f

(
c
o
oc
a
n
.j
p
)

全国上映運動を推進しよう！

連絡先 ストップ・ザ・もんじゅ
Tel.072-843-1904
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http://sanriku.my.coocan.jp/211228Q&A&C.pdf

